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事業を開始
実現に向けて

歳入歳入歳入
99億5500万円99億5500万円99億5500万円

町税
51億7573万円

52％

町税
51億7573万円

52％

町税
51億7573万円

52％

地方交付税
2億1000万円

2％

地方交付税
2億1000万円

2％

地方交付税
2億1000万円

2％

国庫支出金
11億9415万円

12％

国庫支出金
11億9415万円

12％

国庫支出金
11億9415万円

12％

県支出金
7億2590万円

7％

県支出金
7億2590万円

7％

県支出金
7億2590万円

7％

地方消費税交付金
　　　7億円
　　　7％

地方消費税交付金
　　　7億円
　　　7％

地方消費税交付金
　　　7億円
　　　7％

町債
7億3890万円

7％

町債
7億3890万円

7％

町債
7億3890万円

7％

その他
3億3050万円
4％

その他
3億3050万円
4％

その他
3億3050万円
4％

繰入金
繰越金など
8億7982万円

9％

繰入金
繰越金など
8億7982万円

9％

繰入金
繰越金など
8億7982万円

9％

町の借り入れ
金です。

財政力に応じて
国から交付され
るお金です。

町民税、固定資産税、
軽自動車税など、 私た
ちが納付している税金
です。

 

自
主
財
源  

 

自
主
財
源  

依
存
財
源   

依
存
財
源   

令和３年度新規事業
● 防災センターマンホールトイレ整備

避難所としての機能強化を図るため、防災センターに
マンホールトイレを設置します。

● 健幸スポーツの駅事業
「笑街健幸都市」を実現するため、町内の公共施設、スポー
ツクラブなどを「健幸スポーツの駅」として活用。
健幸コンシェルジュを養成し、町民一人ひとりに合った
運動やスポーツの情報提供などを行います。

● 適応指導事業
不登校傾向を示す小中学生を対象に、
学校とは別の場所で、必要な適応支援と専門的・継続的
な家庭教育支援を行います。場所は、まほろば館を予定。

● 通級指導教室の開設
一部特別な指導を必要とする発達特性のある小学生を対
象に、週１～２時間程度、校内で適切な学習支援を行い
ます。

● 中学３年生インフルエンザ予防接種費助成
高校受験等を控える中学３年生を対象に
万全の体調で臨めるように、インフルエンザ
予防接種費の一部を助成します。

※この事業は静岡県で推進している
「“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組」     ⇒
に認定されました。

651万円

90万円

332万円

26万円

10万円

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
26
日
か

ら
３
月
23
日
ま
で
の
26
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
ま
し
た
。

３月
定例会

　

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
3
年
度
の
一
般
会
計
予
算
や
特

別
会
計
、
事
業
会
計
予
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
な
ど
22
議

案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
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令和３年度
99億5500万円 健幸スポーツの駅

笑街健幸都市の
し ょ う が い け ん こ う

一般会計予算

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0
平成26年

15億
8817万

27年

16億
1439万

28年

14億
9579万

29年

11億
8084万

30年

7億
6190万

令和元年

3億
7385万

2年

（億円）

3億
1700万
見込み

財政調整金残高の推移

民生費
35億6621万円

36％

民生費
35億6621万円

36％

民生費
35億6621万円

36％

教育費
13億2424万円

13％

教育費
13億2424万円

13％

教育費
13億2424万円

13％
土木費

12億1258万円
12％

土木費
12億1258万円

12％

土木費
12億1258万円

12％

総務費
11億2938万円

11％

総務費
11億2938万円

11％

総務費
11億2938万円

11％

公債費
9億4599万円
10％

公債費
9億4599万円
10％

公債費
9億4599万円
10％

衛生費
9億3348万円

9％

衛生費
9億3348万円

9％

衛生費
9億3348万円

9％

消防費
5億8423万円

6％

消防費
5億8423万円

6％

消防費
5億8423万円

6％

その他
2億5889万円

3％

その他
2億5889万円

3％

その他
2億5889万円

3％
ごみ処理や、健康
維持・増進のため
の経費です。

医療や介護、 子育
てなどに使うお金
です。

借り入れの返
済金です。

歳出歳出歳出
99億5500万円99億5500万円99億5500万円

　
　
人
件
費
削
減
の
主
な
理

由
は
正
規
職
員
の
５
人
減
と

い
う
こ
と
だ
が
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
増
減
は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
で
は
22
人
の
減
で
あ
り
、

１
６
３
人
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

業
務
が
増
加
し
て
い
る
状
況

で
職
員
数
が
減
る
こ
と
は
職

員
に
と
っ
て
負
担
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
年
度
途
中

で
の
職
員
採
用
は
考
え
て
い

る
か
。

 　

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
推
進

は
困
難
な
こ
と
が
あ
る
が
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
乗
り

切
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、
年
度

途
中
に
お
い
て
、
職
員
採
用

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
令
和
２
年
度
ま
で
計
上

さ
れ
て
い
た
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
費
に
対
す
る
補
助

金
が
３
年
度
に
な
く
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

　
　

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ

い
て
は
、
補
助
制
度
の
開
始

当
初
の
設
置
価
格
に
比
べ
て

現
在
で
は
半
額
程
度
に
下

が
っ
て
お
り
、
普
及
が
進
ん

だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
助
成
対
象
外
と
し
た
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
年
度

末
残
高
は
。

　
　

令
和
２
年
度
末
の
財
政

調
整
基
金
の
残
高
に
つ
い
て

は
３
億
１
７
０
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
以
降
の
歳

入
の
増
額
が
見
込
め
な
い
状

況
で
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
回
復
は
望

め
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
の

財
政
運
営
の
考
え
方
を
切
り

替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

財
政
調
整
基
金
残
高
に

つ
い
て
は
今
後
も
減
少
し
て

い
く
と
見
込
ん
で
い
る
。
今

後
数
年
は
中
期
財
政
推
計
の

中
で
の
歳
出
の
増
を
適
切
な

規
模
に
抑
え
る
こ
と
で
、
町

財
政
の
収
支
均
衡
型
へ
の
転

換
を
目
指
し
、
財
政
調
整
基

金
残
高
の
回
復
に
向
け
て
堅

実
な
財
政
運
営
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
と
は

町
の
貯
金
。
災
害
な
ど
必

要
や
む
を
得
な
い
理
由
で

財
源
不
足
が
生
じ
た
年
度

に
活
用
す
る
お
金
で
す
。

人
件
費

太
陽
光
発
電
助
成

財
政
調
整
基
金

問

問問問

問 答

答答答

答
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広
報
し
み
ず
の
発
行
を

月
１
回
に
す
る
理
由
は
。

　
　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
ほ
か
、
情
報
発
信
の
手
段
、

財
政
状
況
、
内
容
の
充
実
、

県
内
市
町
の
発
行
状
況
な
ど

を
多
角
的
、
総
合
的
に
勘
案

し
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
　
紙
媒
体
で
し
か
情
報
を

入
手
で
き
な
い
方
も
い
る
中

で
、
月
１
回
の
発
行
で
は
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
を

届
け
ら
れ
な
い
と
心
配
す
る
。

何
か
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
も
活
用
す
る
が
、
こ
れ
ら

の
利
用
が
難
し
い
方
々
に
対

し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
回

覧
等
を
活
用
し
、
緊
急
の
際

に
は
同
報
無
線
の
使
用
な
ど
、

様
々
な
情
報
ツ
ー
ル
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
農
業
に
関
し
て
は
施
政

方
針
で
も
特
に
記
載
が
な

か
っ
た
が
、
町
の
農
業
振
興

に
対
す
る
考
え
は
。

　
　

後
継
者
不
足
に
よ
り
営

農
が
難
し
い
方
や
遊
休
農
地

を
所
有
す
る
方
々
と
、
営
農

を
希
望
す
る
方
を
つ
な
い
で
、

新
た
な
就
農
者
を
掘
り
起
こ

す
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い

く
。

　
　
商
工
業
者
に
対
す
る
支

援
策
を
積
極
的
に
組
み
込
ま

な
け
れ
ば
、
倒
産
、
廃
業
す

る
業
者
は
減
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。
令
和
３
年
度
に
新
た

に
取
り
組
む
支
援
策
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経

済
変
動
対
策
の
貸
付
金
の
利

子
補
給
を
３
年
間
継
続
す
る

た
め
の
基
金
を
設
立
し
た
。

　
　
成
人
式
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
業
務
と
あ
る
が
、
令
和
４

年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
成
人
式
を

行
う
の
か
。

　
　

帰
省
で
き
な
い
新
成
人

や
家
族
な
ど
、
式
典
に
参
加

で
き
な
い
方
な
ど
も
視
聴
で

き
る
よ
う
に
配
信
す
る
。

　
　
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
等
業
務
の
内
容
は
。

　
　

人
材
の
確
保
が
大
変
困

難
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
に

代
わ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
窓
口
業

務
の
ほ
か
、清
掃
な
ど
、様
々

な
業
務
を
委
託
す
る
。

　
　
福
祉
相
談
支
援
シ
ス
テ

ム
使
用
料
の
内
容
は
。

　
　

児
童
虐
待
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
、
児
童
相
談

所
と
市
町
村
が
虐
待
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
円
滑
な

引
継
ぎ
な
ど
も
可
能
と
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

　
　
湧
水
ま
つ
り
な
ど
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
柿
田
川
公

園
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
け
る
時
期
で
は
な
い

か
。

　
　

財
政
状
況
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
今
は
適
切
な
維
持

管
理
等
に
努
め
、
長
期
構
想

の
策
定
に
つ
い
て
は
今
後
時

機
を
促
え
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

一般会計予算

　コロナ禍による世界的な社会経済の停
反対
です

賛成
です

　
 生活が厳しい中負担増は問題だ

討論      賛成 11 人　反対 2 人

10 月から月１回に

広 

報

農
業
振
興

商
工
業
支
援

成
人
式

子
育
て
支
援

児
童
福
祉

柿
田
川
公
園

問

問

問問問

問 問

問 答

答

答答答

答答

答

 新たな取り組み評価できる

滞という状況が生じ、大変厳しい中での予算編成で
あったと思う。そのような中で、まちづくりの推進を具
現化するための施策や、静岡県が推進する取組におい
て、町の全域が、笑顔があふれ誰もが健康で暮らせる

「笑街健幸のまち」推進エリアに認定され、県の財源
を活用した健幸スポーツの駅事業が実施されるほか、
中学３年生のインフルエンザ予防接種助成制度の創
設、学校教育分野における、適応指導事業の実施や
通級指導教室の開設など、新たな取組に着手している
ことは評価できるものである。　 　（松下　尚美議員）

　公共施設管理計画で予定した額が計上
されていない。公共施設の更新は大きな金額がかかる
からこそ、計画的に実行していかなければ将来大きな
負担となる。コロナ禍で町内の少なくない世帯や業者
が減収減益となり、生活が厳しい中、新年度から介
護、医療の負担が増えてくる。さらに放課後児童教室
の保育料引上げなど、子育て世帯への負担も増えてく
る。町の将来を担う子育て世代へ負担をかけることは、
問題ではないか。　　　　　　　　

（吉川　清里議員）
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特別会計予算

　
　
国
保
加
入
世
帯
の
20
代
、

30
代
の
半
分
前
後
が
、
国
保

税
を
滞
納
し
て
い
る
。
滞
納

理
由
は
個
々
に
違
う
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

年
代
別
の
分
析
は
で
き

て
い
な
い
が
、
原
因
の
一
つ

と
し
て
国
保
制
度
の
理
解
度

の
低
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、

国
保
制
度
の
周
知
が
重
要
と

考
え
る
。

　
　
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率

の
見
込
み
が
20
％
と
い
う
こ

と
は
、
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

人
の
分
は
、
そ
の
ま
ま
た

ま
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る

が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

収
納
率
を
一
つ
の
指
標

に
令
和
２
年
度
決
算
額
が
確

定
し
た
段
階
で
目
標
値
の
再

設
定
を
行
い
、
滞
納
処
分
な

ど
に
つ
い
て
進
行
管
理
を
適

切
に
行
っ
て
目
標
値
を
上
回

る
よ
う
な
収
納
額
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
保
険
給
付
費
が
当
初
予

算
額
と
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
１
億
円
ほ
ど
の
差

異
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

予
算
編
成
時
に
は
、
国

か
ら
の
介
護
報
酬
の
改
定
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
前
年
度
ま
で
の
実
績

に
基
づ
い
て
計
上
し
た
こ
と

か
ら
計
画
と
予
算
の
差
異
が

生
じ
て
い
る
。

問問 答答 国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

問答

賛
成
11
人　
反
対
２
人

賛
成
11
人　
反
対
２
人

会　計　名

合　　計

土地取得

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療

99億5500万円

５8億 161万円

5万円

２９億４004万円

２4億4876万円

４億1276万円

２１億1685万円

２１億1685万円

１78億7346万円

可決（１１人・２人）

可決（全員賛成）　

可決（１１人・２人）

可決（１１人・２人）

可決（１１人・２人）

可決（全員賛成）　

△3.8％

1.2％

△40.9％

△0.1％

2.9％

0.7％

△0.9％

△0.9％

△1.9％

下水道事業

一般会計

特別会計

事業会計

予　算　額 前年度比 議決結果（賛成・反対）

令和 3 年度  会計別予算額



6清水町議会だより　2021 年 4月30日

例 正改条

　
　
介
護
保
険
料
が
基
準
月

額
で
２
０
０
円
引
き
上
げ
ら

れ
る
が
、
今
後
も
上
が
り
続

け
る
の
か
。

　
　

制
度
に
基
づ
い
て
保
険

料
な
ど
を
適
正
に
算
定
し
て

い
く
。

　
　
住
民
税
非
課
税
者
で
も

家
族
に
課
税
者
が
い
る
場
合

に
は
、
保
険
料
が
年
間
約
６

万
円
に
な
る
。
非
課
税
者
の

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
と
考

え
な
い
か
。

　
　

保
険
料
は
所
得
に
応
じ

て
算
定
し
、
11
段
階
に
分
け

て
公
平
を
保
っ
て
い
る
。

問 65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
を
引
き
上
げ

　
　
今
後
３
年
間
の
介
護
事

業
計
画
案
で
は
、
65
歳
以
上

の
人
口
の
伸
び
を
１
・
０
％

と
推
計
し
て
い
る
が
、
要

介
護
認
定
者
の
伸
び
が
６
・

１
％
と
、
人
口
の
伸
び
に
対

し
て
多
い
と
推
計
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

　
　

国
の
推
計
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
、
過
去
の
実
績
に
基

づ
い
て
算
出
し
た
結
果
で
あ

る
。

　
　
令
和
２
年
度
末
の
基
金

残
高
は
い
く
ら
か
。
基
金
を

す
べ
て
取
り
崩
し
て
保
険
料

を
算
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

年
度
末
の
基
金
残
高
は

１
億
２
０
０
０
万
円
。
基
金

す
べ
て
を
入
れ
、
保
険
料
を

算
定
し
て
い
る
。

介護保険料引き上げ
基準月額　4900円→5100円

介
護
保
険
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例

問

問問

答

答答

答

　保険料の算定は、将来人口や高齢者の 　介護保険は助け合いではなく、社会保
反対
です

賛成
です

認定者数等を推計し、介護サービスの利用見込み量
や報酬改定等を基に、適切な算定がされている。増
額についても、近隣市町と比較し、低い水準である。
　社会保障の機能のうち、所得再分配機能について
は、介護保険はひずみも大きく、改善の必要があると
思うが、それは国全体で変えるべき問題である。
　町は、町でできる事業に力を入れて、要介護者を減
らし、健康な町民を増やすため尽力してほしい。　　　　　　　　　

（桐原　直紀議員）

　
 健康増進事業で要介護者減を 今の制度では保険料が上がり続ける

討論    介護保険条例    賛成 11 人　反対 2 人

障制度である。社会保障は国の責任で増進に努めな
ければならないと明記されている。
　しかし、今の介護保険では高齢者が増えると、保
険料が上がっていく仕組みになっている。7 期 21 年で
保険料が上がり続け、介護サービスの利用料負担も増
えていることから十分なサービスが受けられない問題
もある。このままでいると、先が見えない状態だ。

（森野　善広議員）

■清水町の介護保険料（R3～R5）
所得段階 月　 額

第 1 段階
第 2 段階
第 3 段階
第 4 段階
第 5 段階（基準額）
第 6 段階
第 7 段階
第 8 段階
第 9 段階
第 10 段階
第 11 段階

2550 円
3570 円
3825 円
4590 円
5100 円
6120 円
6630 円
7650 円
8670 円
9180 円
9690 円

（軽減後 1530 円）
（軽減後 2550 円）
（軽減後 3570 円）

計
画
年
度

沼

津

市

御
殿
場
市

裾

野

市

小

山

町

長

泉

町

清

水

町

Ｈ
30
〜
Ｒ
２

５
３
０
０
円

５
３
０
０
円

５
１
０
０
円

６
２
０
０
円

５
１
０
０
円

４
９
０
０
円

Ｒ
３
〜
Ｒ
５

５
５
０
０
円

５
３
０
０
円

５
２
０
０
円

６
２
０
０
円

５
２
０
０
円

５
１
０
０
円

■近隣市町の基準月額
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引
き
上
げ
に
該
当
す
る

世
帯
数
は
。

　
　

医
療
分
は
58
世
帯
、
介

護
分
は
41
世
帯
。

　
　
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　

医
療
分
が
約
97
万
円
、

介
護
分
が
約
33
万
円
で
、
合

計
で
約
１
３
０
万
円
に
な
る
。

　
　
提
案
理
由
に
「
安
定
的

な
財
政
運
営
に
資
す
る
た

め
」
と
あ
る
。
こ
の
増
収
で

財
政
を
安
定
さ
せ
ら
れ
る
と

は
思
え
な
い
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　

静
岡
県
に
お
け
る
保
険

料
水
準
の
統
一
を
目
指
す
う

え
で
も
、
賦
課
方
式
、
賦
課

限
度
額
の
平
衡
を
保
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
負

担
の
公
平
さ
を
確
保
し
、
財

国
保
税
限
度
額
（
上
限
）

の
引
き
上
げ

　

 

医
療
分

　
　
　
61
万
円
→
63
万
円

　

 

介
護
分

　
　
　
16
万
円
→
17
万
円

政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た

め
の
見
直
し
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
　
今
の
制
度
で
は
、
高
額

所
得
者
の
保
険
料
の
上
限
が

頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
年
収
７
０
０
万
円
ぐ
ら

い
の
子
育
て
世
代
が
最
も
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

県
の
運
営
方
針
を
も
と

に
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

持
続
可
能
で
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
制
度
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

国保税 限度額引き上げ
国
民
健
康
保
険
税
条
例

問答

　国保制度に対しては改善の必要性は感 　提案理由で「安定的な財政運営のため」
反対
です

賛成
です

じている。今回の改正については、一部の納税者へ
の負担増にはなっているが、中間所得層の負担の軽減
は図られている。財政的に足りないから単純に全員増
というわけではない、という部分は必要な措置である
と理解する。
　今後必要なことは、収納率向上も大事だが、医療費
を減らすための健康づくりの取り組みが重要である。

　　　　　　　　　　　（桐原　直紀議員）

　
 医療費を減らす健康増進事業を 引き上げても財政的安定にはならない

討論    国民健康保険税条例    賛成 11 人　反対 2 人

とあるが、増収はわずか 130 万円である。財政運営を
安定させるとすれば、全体の引き上げが必要だが、所
得に対して非常に高い国保税の負担が限界を超える。
　20 ～ 30 代の滞納率が 50％という状況で、小手先
の改正では、国保会計を改善することはできない。社
会保障制度として、国が責任を持つべきである。

　　　　　　　　　　　　　（森野　善広議員）

問問問 答答答
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感染症対策
正 算予補

新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　2 億 2954 万円

貸付資金利子補給基金積立金  1698 万円
新型コロナウイルス感染症対策 小規模事業者応援事業　  4700 万円

公共施設感染症予防対策事業  462 万円

感染拡大防止対策用備蓄品整備事業　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　    437 万円

（主な経費）
 ・ワクチン接種委託　　　　  1 億 4825 万円
 ・コールセンター運営・事務委託  3337 万円
 ・システム改修　　　　　　　　 　141 万円
 ・接種券・問診票作成、郵送　  　1158 万円
 ・接種会場設営・撤去　　　　　 　349 万円
 ・被接種者送迎業務　　　　　　  1719 万円
 　（接種会場へのタクシー代）

　町民を対象とした新型コロナウイルスのワクチン接種に係る事業費

　新型コロナウイルスの影響に伴う経済対策
として実施している「経済変動対策貸付資金
利子補給事業」の財源とする新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金を、次年
度以降も有効に活用することができるよう新
たに創設した基金へ積み立てる。

　役場住民ホールにAIサーマルカメラを設置
するほか、衛生用品や感染症対策備品を配備

　抗原検査キットのほか、消毒作業や避難所
等で使用する防護服を備蓄

Ｑ　被接種者送迎業務の内容は。
Ａ　65 歳以上の方を対象として、集団接種会

場である地域交流センターまでの交通手段の
確保と接種率の向上を目的に、自宅・接種会
場間の送迎をタクシー会社へ委託し、無料送
迎を実施する。

Ｑ　タクシー券は自宅から地域交流センターま
でしか使えないのか。

Ａ　そのとおりである。なお、タクシー券は、「居
宅→地域交流センター」と「地域交流センター
→居宅」と印字する。

　第３波の影響を受け、令和３年１月または
２月の売上高が前年同月と比較して 20％以
上減少した町内小規模事業者に対する給付金
【第４弾】（申請は令和３年４月 30日まで）
　　・飲食業・宿泊業　 20 万円
　　・その他　　　　　 10 万円

　今回の定例会では、令和２年度の一般会計補正予算案が４回に分けて上程されました。その内容の
ほとんどが新型コロナ感染症対策で、第７回から第９回については、全員賛成で可決・承認されました。
第10回補正予算案では、新成人に対し応援支援金５万円を交付する事業も提案されました。
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コロナウイルス
　
　
１
人
５
万
円
と
し
た
根

拠
は
。

　
　

成
人
式
に
代
わ
る
家
族

や
友
人
と
の
思
い
出
づ
く
り

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
多

く
の
方
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
５
万
円
と
し
た
。

　
　
思
い
出
づ
く
り
の
た
め

に
支
援
金
を
出
す
理
由
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
新
成
人
が

色
々
な
面
で
大
変
だ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
、
家
族
か
ら
も

経
費
が
か
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
た
め
町
と
し
て
支
援
す

る
こ
と
と
し
た
。

令
和
３
年
の
新
成
人
に
、

１
人
５
万
円
の
支
援
金
を

交
付
し
ま
す
。

新
成
人
生
活
応
援

　今回の成人式は、直前でリモート開催 　この補正予算は、国からの交付金を活　
反対
です

賛成
です

になり、保護者からは問合せが寄せられ、「すでに費
用もかかっている」との声もある。
　新成人以外の保護者からも「いいことだ」他市町か
らも「清水町は子どものことを考えてお金を使っている」
という評価もされている。生活が大変な中で町ができ
る事業のひとつだと思う。　　　　　　　　　

（桐原　直紀議員）

 生活支援のひとつである 補正予算は感染対策に使うべき

討論    一般会計補正予算（第10回）    賛成 12 人　反対 1 人

問問 答答

用し、新型コロナ対策を行う予算である。新成人への
応援支援は、来年、再来年も同じような状況になった
場合、国からの交付金なしで同じことができるのか。
優先すべきは感染対策の拡充であり、そのために国の
交付金をつかう予算だと考える。

（向笠　誠議員）

沼
津
商
業
高
校
生
徒
会
×
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
提
案
が
実
現

オリジナルポスターが完成交通安全啓発
　

沼
商
生
徒
３
名
が
３
月
18
日
、
町
を
訪
れ
交
通
安
全

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
完
成
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
沼
商
生
徒
会
と
広
報
広
聴
委
員

会
と
が
昨
年
度
、「
自
転
車
が
走
り
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
は
～
自
転
車
の
マ
ナ
ー
も
考
え
て
～
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
生
徒
か
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
生
徒
は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
で
自
分
た
ち
が
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、「
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
『
命
』
を
守
る
」
と
い
う
文
章
を
入
れ
デ
ザ

イ
ン
し
た
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
、

町
で
１
０
０
枚
印
刷
し
、
町
を
通
じ
て
各
区
、
商
工
会

な
ど
に
依
頼
し
、
公
共
施
設
を
は
じ
め
、
町
内
商
業
施

設
に
も
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から　松本翔也さん(生徒会長)、幸田紗耶さん(デ
ザイン担当)、海野稜祐さん(風紀交通安全委員長)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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６人が町政を問う６人が町政を問う６人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
は

双
方
向
型
の
授
業
展
開
等
が
可
能

答
問

　
　
４
月
か
ら
日
本
全
国
の

小
中
学
生
に
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
一
人
一
台

配
備
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
文
部
科
学
省
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ（
ギ
ガ
）ス
ク
ー
ル
構
想
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ス
タ
ー

ト
前
で
は
あ
る
が
、
現
時
点

で
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
教
師
が
授
業

中
で
も
児
童
・
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
反
応
を
把
握
で
き
る

と
と
も
に
、
反
応
を
踏
ま
え

た
き
め
細
か
な
指
導
や
双
方

向
型
の
授
業
展
開
が
可
能
と

な
る
点
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

桐原 直紀

スタートに向け先生も奮闘中

質問者の動画
が見られます

て
は
端
末
の
利
用
に
よ
り
児

童
・
生
徒
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
直
視
す
る
時
間
が
増
え
る

こ
と
で
視
力
を
始
め
身
体
等

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
点

や
今
ま
で
の
授
業
形
態
と
は

大
き
く
異
な
る
た
め
、
教
師

の
ス
キ
ル
等
に
よ
っ
て
差
が

生
じ
る
点
な
ど
が
あ
る
。

　
　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー

ト
後
、
つ
い
て
い
け
な
い
子

ど
も
達
へ
の
対
応
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

理
解

に
時
間
を
要
す
る
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
は
、
授
業
の
中

で
一
人
ひ
と
り
の
反
応
を
把

握
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や
声
か

け
な
ど
教
室
内
に
お
け
る
個

別
指
導
を
充
実
さ
せ
る
。

　
　

端
末
は
児
童
・
生
徒
が

扱
う
こ
と
な
の
で
破
損
等
が

予
想
さ
れ
る
。
保
険
は
か
け

な
い
よ
う
だ
が
破
損
等
修
理

と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
費
用

の
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
へ

の
負
担
は
あ
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

原
因

に
も
よ
る
が
当
分
の
間
は
学

校
内
に
お
け
る
授
業
等
で
の

使
用
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
通
常
の
使
用
時
に
お
け

る
修
理
に
対
し
て
は
保
護
者

へ
の
負
担
は
考
え
て
い
な

い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、

自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
等
、
使

用
条
件
を
変
更
し
た
場
合
に

は
、
保
護
者
の
負
担
も
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

個
人
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持

つ
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

例
え
ば
成
績
や
身
体
に
関
す

る
デ
ー
タ
な
ど
、
ど
こ
ま
で

紐
づ
け
す
る
の
か
。

　

  

（
教
育
総
務
課
長
） 

児

童
・
生
徒
の
個
人
ア
カ
ウ
ン

ト
は
授
業
等
で
の
使
用
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
の

た
め
に
使
用
す
る
環
境
に
限

定
し
て
い
る
た
め
、
成
績
や

身
体
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど

は
紐
づ
け
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　

そ
の
個
人
ア
カ
ウ
ン
ト

は
自
宅
等
の
校
外
で
も
ロ
グ

イ
ン
可
能
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

自
宅

等
で
の
ロ
グ
イ
ン
は
今
回
配

備
す
る
端
末
以
外
の
パ
ソ
コ

ン
等
で
も
可
能
と
な
る
。

　
　

児
童
・
生
徒
が
転
校
後

や
中
学
卒
業
後
は
、
そ
の
個

人
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ど
う
な
る

の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

個
人

ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
各
学
校
で

保
有
で
き
る
上
限
が
設
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
児
童
・
生

徒
が
転
校
や
卒
業
し
た
後

は
、
一
定
期
間
保
管
後
、
随

時
削
除
し
て
い
く
。

問

問

問

問問

問

答

答

答

答答

答
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災
害
へ
の
備
え
は

防災アプリはこちらから

町
税
の
収
納
率
向
上
に
向
け
今
後
の
取
り
組
み
は

早
期
に
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
実
施

答
問

　
　
町
税
の
収
納
率
は
平
成

28
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
１
・
19
ポ
イ
ン
ト
増
の

96・73
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
が
進
め
て
き
た
収
納
対
策

は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

滞
納
者
の

生
活
状
況
等
の
把
握
に
努

め
、
状
況
に
よ
り
分
割
納
付

に
応
じ
た
。
ま
た
、
文
書
や

電
話
に
よ
る
催
告
を
行
っ
て

も
納
付
や
納
税
相
談
が
な
い

滞
納
者
に
は
、
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　
　
元
年
度
の
現
年
度
課
税

分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ

た
沼
駿
地
区
３
市
２
町
の
収

納
率
の
現
状
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

沼
津
市　
96
・
８
％

御
殿
場
市
98
・
０
％

裾
野
市　
97
・
６
％

長
泉
町　
97
・
１
％

小
山
町　
99
・
０
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
個
人
住
民
税
と
固
定
資

産
税
の
県
内
35
市
町
に
お
け

る
本
町
の
収
納
率
順
位
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

元
年
度
の

速
報
値
で
、
県
内
35
市
町
の

中
、
個
人
住
民
税
は
30
位
、

固
定
資
産
税
は
18
位
、
全
体

で
は
25
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
特
に
低
い
個
人
住
民
税

の
収
納
率
向
上
に
向
け
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

企
業
に
お

け
る
特
別
徴
収
へ
の
移
行
を

さ
ら
に
進
め
、
現
年
度
課
税

分
の
滞
納
者
に
対
し
、
早
期

に
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処

分
を
実
施
す
る
。

　
　
個
別
訪
問
に
よ
る
滞
納

整
理
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

滞
納
額
の
縮
減
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え

は
。

　

  （
副
町
長
） 

納
税
意
識
の

高
揚
が
期
待
で
き
る
滞
納
処

分
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

く
。

　
　
静
岡
県
防
災
ア
プ
リ
を

使
っ
た
訓
練
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

当

該
ア
プ
リ
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
ま

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作

に
不
慣
れ
な
方
も
少
な
く
な

い
こ
と
、
避
難
所
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
等
の
通
信
基
盤
の
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
早
期
の
実
現
は
難
し

い
が
課
題
解
決
に
向
け
検
討

す
る
。

飯田 安雄

質問者の動画
が見られます

　
　
町
の
防
災
ア
プ
リ
の
機

能
及
び
、
周
知
方
法
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

同

報
無
線
の
内
容
を
文
字
と
音

声
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
気
象
情
報
や
狩
野

川
と
黄
瀬
川
の
水
位
情
報
、

そ
し
て
町
内
の
各
所
に
設
置

し
た
河
川
監
視
カ
メ
ラ
映
像

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す

る
こ
と
な
ど
が
可
能
。

　

利
用
者
を
増
や
す
た
め
、

広
報
し
み
ず
に
加
え
、
町
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
あ
る
い
は
防
災
訓
練
や

出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
、
一

層
の
周
知
に
努
め
る
。

　
　
災
害
対
応
に
当
た
っ
て

い
る
消
防
団
員
の
減
少
に
町

の
対
策
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

消

防
タ
イ
ム
ズ
の
発
行
や
広
報

し
み
ず
へ
の
コ
ラ
ム
掲
載
な

ど
、
様
々
な
広
報
活
動
を
実

施
す
る
ほ
か
、
消
防
団
協
力

事
業
所
等
と
連
携
し
、
町
民

や
企
業
に
消
防
団
活
動
を
御

理
解
い
た
だ
き
、
新
規
入
団

を
促
し
た
い
。

問

問

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答

答答
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ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
の
た
め
に
社
会
的
検
査
を

現
時
点
に
お
い
て
は
慎
重
に
行
う

答
問

　
　

こ
れ
ま
で
清
水
町
で

は
、
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
感

染
者
数
と
し
て
は
、
少
な
い

数
と
は
言
え
な
い
。
外
部
か

ら
の
感
染
だ
け
で
な
く
町
内

で
の
感
染
拡
大
の
可
能
性
も

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
世
田
谷
区
で
は
介
護

施
設
や
保
育
所
な
ど
で
社
会

的
検
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
０
・
１
％
の
陽
性

者
を
見
つ
け
て
い
る
。
も
し

検
査
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、

無
症
状
の
感
染
者
と
し
て
、

そ
の
施
設
に
感
染
を
広
げ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
清

水
町
で
も
こ
う
し
た
社
会
的

検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

社

会
的
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

は
、検
査
の
感
度
や
偽
陰
性
、

偽
陽
性
と
い
っ
た
問
題
の
ほ

森野 善広

子
ど
も
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も

医
療
費
無
料
の
適
用
を

清
水
町
で
も
く
ら
し

支
え
あ
い
条
例
を

質問者の動画
が見られます

か
、
検
査
の
結
果
、
陰
性
で

あ
っ
て
も
そ
の
後
感
染
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
繰
り
返
し

の
検
査
を
要
す
る
な
ど
課
題

も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
は
慎
重
に

行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
は
、
保
護
者
の
負
担
の
軽

減
と
疾
病
の
早
期
発
見
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
今
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
子
ど
も
に
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
医
療
機
関
で

行
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
利

用
で
き
る
が
、
保
険
適
用
の

な
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は

適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
保
険

適
用
外
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
も
助
成
制
度
を
適
用
す
る

考
え
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

点
で
は
制
度
の
目
的
に
合
致

す
る
が
、
町
や
県
に
お
い
て

既
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
こ
れ
ら
の
活
用
を
優

先
す
る
。

　
　
滋
賀
県
野
洲
市
で
は
、

生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ

た
市
民
に
対
し
て
、
生
活
の

困
り
ご
と
を
解
決
す
る
と
い

う
大
き
な
括
り
で
捉
え
て
支

援
を
進
め
て
き
た
。
問
題
に

個
々
に
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
一
体
的
な
解
決
を
目
指

し
、「
く
ら
し
支
え
あ
い
条

例
」
を
つ
く
っ
た
。
清
水
町

で
も
生
活
困
難
な
世
帯
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

く
ら
し
支
え
あ
い
条
例
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

社
会

福
祉
協
議
会
を
主
体
と
し
た

現
体
制
を
継
続
し
、
生
活
困

窮
者
の
個
々
の
状
況
把
握
や

支
援
策
に
つ
い
て
は
協
議
、

調
整
を
行
っ
て
い
く
。

問

問

問

答

答

答
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柿田川の魅力を発信

新
幹
線
通
学
定
期
代
貸
与
制
度
の
内
容
は

育
英
基
金
を
活
用
し
た
教
育
資
金
を
貸
与

柿
田
川
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

答
問

問　
令
和
３
年
度
に
新
幹
線

通
学
費
の
一
部
を
貸
与
す
る

制
度
を
導
入
予
定
だ
が
、
私

の
考
え
で
は
、
例
え
ば
貸
与

額
は
、
月
額
１
万
円
、
１
万

５
千
円
、
２
万
円
と
３
段
階

に
分
け
る
。
返
済
期
間
は
、

卒
業
後
か
ら
貸
与
期
間
の
２

倍
と
し
、
仮
に
４
年
間
借
り

た
場
合
に
は
８
年
間
は
町
に

定
住
し
、
町
税
を
完
納
す
れ

ば
、１
万
円
分
は
返
済
免
除
。

さ
ら
に
、消
防
団
活
動
な
ど
、

地
域
に
貢
献
す
れ
ば
、
内
容

や
期
間
に
よ
っ
て
さ
ら
に
免

除
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
新
幹
線
定
期
代
だ

け
で
は
な
く
、
県
内
の
高
校

や
大
学
、
専
門
学
校
等
で
公

共
交
通
機
関
の
利
用
者
に
も

月
額
１
０
０
０
円
で
も
対
象

を
広
げ
る
こ
と
で
、
多
く
の

若
者
が
、
地
元
就
職
や
定
住

を
す
る
契
機
に
な
る
と
思
う
。

　
町
の
通
学
定
期
代
貸
与
制

度
の
内
容
と
方
針
は
。

　

  （
町
長
） 

新
幹
線
で
通
学

す
る
学
生
に
、
既
設
の
育
英

基
金
を
活
用
し
、
教
育
資
金

の
貸
与
制
度
と
し
て
実
施
す

る
予
定
。

　
ま
た
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
方
に
は
、
貸
付
金
の

返
済
を
免
除
す
る
優
遇
措
置

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
こ
の
制
度
を
本

年
９
月
を
目
安
に
運
用
開
始

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
対
象
者
の
拡
大
は
実

施
状
況
を
見
極
め
た
中
で
さ

ら
に
研
究
し
て
い
く
。

松浦 俊介

質問者の動画
が見られます

問

問

問

答

答
　
　

平
成
28
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
柿
田
川
周
辺
地
区
都

市
再
生
整
備
計
画
は
、
令
和

２
年
度
ま
で
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
、
柿
田

川
公
園
整
備
、
柿
田
川
公
園

～
丸
池
周
辺
道
路
整
備
、
丸

池
公
園
、
柿
田
川
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
整
備
、町
図
書
館・

保
健
セ
ン
タ
ー
整
備
、
総
合

運
動
公
園
整
備
等
、
25
億
８

８
０
０
万
円
の
計
画
で
あ
っ

た
が
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

等
実
施
し
な
か
っ
た
事
業
も

あ
り
、
16
億
７
８
５
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
事
業
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
検
証
し
、
ま
た
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。

　

  （
企
画
課
長
） 
事
業
効
果

の
検
証
に
あ
た
り
、
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
評
価
委
員

会
を
設
置
し
、
最
終
の
計
画

に
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
に
対
す
る
達
成
状
況
や
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
策

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
伺
っ

て
い
る
。

　
　
柿
田
川
の
自
然
の
優
位

性
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

清
水
町
に
水
や
環
境
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
沿
っ
た
国
や
大
学
、

民
間
の
研
究
機
関
を
誘
致

し
、
柿
田
川
と
併
せ
て
日
本

や
世
界
に
情
報
発
信
し
て
は

ど
う
か
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
町
の
方
針
は
。

　

  （
町
長
） 

施
設
の
整
備
に

と
ら
わ
れ
ず
、
今
後
の
柿
田

川
の
魅
力
、
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。 答
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待
機
児
童
の
解
消
は

「
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
事
業
」を
実
施

答
問

　
　

共
働
き
世
帯
や
ひ
と
り

親
世
帯
の
増
加
に
よ
り
保
育

ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

特
に
３
歳
児
未
満
の
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
が
現
状
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

３

月
１
日
現
在
、
国
基
準
に
よ

る
待
機
児
童
は
７
人
（
０
歳

児
５
人
、
１
歳
児
２
人
）。

潜
在
的
待
機
児
童
を
含
め
る

と
98
人
（
０
歳
児
60
人
、
１

歳
児
18
人
、
２
歳
児
20
人
）

　
　

待
機
児
童
を
解
消
す
る

た
め
の
施
策
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

人

材
が
不
足
し
て
い
る
町
立
保

育
所
の
保
育
士
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
定
程
度
、

待
機
児
童
の
解
消
が
見
込
め

る
こ
と
か
ら
、「
保
育
士
等

人
材
バ
ン
ク
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
町
は
令
和
３
年
４
月
よ

り
放
課
後
児
童
教
室
の
保
育

料
の
改
定
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
で
先
行
き

が
不
透
明
の
中
、
保
護
者
の

皆
様
の
家
計
の
負
担
が
増
加

す
る
こ
と
は
心
苦
し
い
限
り

で
あ
る
。

　
保
育
料
の
改
定
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

で
は
計
画
的
に
整
備
を
進

め
、
定
員
の
増
加
や
開
所
時

間
の
延
長
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
し
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
運
営
経
費
も
年
々
増
加

し
て
き
た
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

受
益
者
負
担
の
原
則
と
い
う

観
点
か
ら
利
用
さ
れ
る
方
の

協
力
も
必
要
と
な
っ
た
。

　
　
児
童
扶
養
手
当
受
給
世

帯
や
複
数
の
児
童
が
利
用
し

て
い
る
世
帯
に
対
し
て
利
用

料
の
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

新

た
な
財
源
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
保
育
料
の
見

直
し
を
行
う
中
で
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
テ
レ
ワ
ー

ク
が
普
及
す
る
中
、
首
都
圏

か
ら
近
い
距
離
へ
の
移
住

ニ
ー
ズ
が
増
え
た
が
、
県
の

移
住
・
定
住
支
援
以
外
に
町

独
自
で
行
う
施
策
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

未
来
を
担

う
若
者
の
定
住
施
策
と
し

て
、
首
都
圏
の
大
学
等
へ
新

幹
線
で
通
学
す
る
学
生
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
、
本
年

９
月
を
目
安
に
実
施
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

松下 尚美

問

問

問

問問

答

答

答

答答

質問者の動画
が見られます

　
　
町
へ
の
定
住
意
向
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
施
策
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
各
種
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
土
台
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
を
巻
き

込
み
、
と
も
に
汗
を
か
い
て

行
動
す
る
取
り
組
み
や
情
報

発
信
の
仕
組
み
を
再
構
築
す

る
な
ど
、
様
々
な
切
り
口
か

ら
の
広
範
な
取
り
組
み
の
中

で
成
果
の
向
上
を
図
る
。

　
　
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

第
５
次
総

合
計
画
に
揚
げ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
」「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」「
移
住

定
住
の
促
進
」
の
基
本
事
業

に
取
り
組
む
。

放
課
後
児
童
教
室

保
育
料
の
改
定

移
住
定
住
施
策
は

問問 答答

潜在的待機児童を含めた待機児童98人
（3月1日現在）
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新
年
度
４
月
１
日
時
点

で
保
育
所
待
機
児
童
は
ど
れ

だ
け
解
消
し
て
い
る
見
込
み

な
の
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

潜

在
的
待
機
児
童
を
含
め
た
待

機
児
童
は
、
年
度
当
初
に
は

39
人
に
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
「
子
育
て
支
援
施
設
個

別
施
設
計
画
」
案
に
待
機
児

童
解
消
の
考
え
方
は
あ
る
の

か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

待

機
児
童
対
策
に
関
す
る
具
体

的
な
方
針
が
決
定
次
第
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
改
定
し
た
上
で
本
計

画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
焼
却
場
建
設
　
地
元
区
民
へ
の
説
明
は

引
き
続
き
意
見
交
換
会
等
を
実
施
し
て
い
く

答
問

　
　
昨
年
１
月
に
清
水
町
か

ら
沼
津
市
へ
出
し
た
公
文
書

に
お
い
て
、
外
原
区
は
ご
み

焼
却
場
建
設
に
つ
い
て
、「
静

観
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
文
言
の
根
拠
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

平

成
31
年
２
月
25
日
の
外
原
区

役
員
等
と
の
意
見
交
換
会
の

席
上
、
沼
津
市
新
中
間
処
理

施
設
の
建
設
に
対
し
、
外
原

区
か
ら
示
さ
れ
た
見
解
を
根

拠
と
し
て
い
る
。

　
　
一
昨
年
に
県
と
沼
津
市

と
清
水
町
の
担
当
者
と
環
境

省
と
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施

さ
れ
、「
国
に
申
請
す
る
前

に
、
地
元
住
民
の
合
意
形
成

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
環
境
省
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
内
容
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

整

備
再
開
に
伴
う
交
付
金
に
関

す
る
交
付
要
件
や
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
環
境
省

の
担
当
者
に
直
接
確
認
す
る

た
め
伺
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
１
月
の
公
文
書
に
つ
い

て
外
原
区
民
へ
の
説
明
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

区

役
員
等
と
の
意
見
交
換
会
の

場
に
お
い
て
、
同
文
書
を
送

付
し
た
旨
報
告
し
て
い
る
が
、

区
民
に
対
し
て
は
町
か
ら
特

段
の
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
は
、
焼
却
場
建
設
に

対
す
る
外
原
区
民
と
の
合
意

形
成
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　

  

（
町
長
）
町
民
生
活
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
施
設
で

あ
り
、
町
が
将
来
に
わ
た
り

吉川 清里

問

問

問

質問者の動画
が見られます

待
機
児
童
の
解
消
は

答

答答

放
課
後
児
童
教
室
の
保
育
料

責
任
を
持
っ
て
適
正
に
対
処

し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続

き
意
見
交
換
会
等
を
実
施
し
、

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
教
室
を
民

間
企
業
に
委
託
す
る
の
は
、

児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
ふ
さ

わ
し
く
な
い
の
で
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

民

間
企
業
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
運
営
に
よ
り

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
運
営
を
委
託

す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
へ
の

負
担
が
増
え
る
中
で
、
保
育

料
を
引
き
上
げ
る
の
は
子
育

て
支
援
に
逆
行
す
る
。
引
き

上
げ
を
中
止
す
べ
き
で
は
。

　

  （
町
長
） 

限
ら
れ
た
財
源

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

の
中
で
継
続
的
に
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
は
利
用
者
の
皆
様
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

子育てしやすいまちに
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―
全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ず
残

念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

沼
津
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

―
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
。

　

小
学
３
年
生
の
こ
ろ
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ジ
ム
を
経

営
し
て
い
る
父
か
ら
何
か
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
ら
？

と
勧
め
ら
れ
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
を
体
験
し
て
決
め
ま
し
た
。

―
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
面
白
さ

は
。

　

最
初
は
難
し
い
で
す
が
、続

け
て
い
る
う
ち
に
で
き
る
こ

と
が
増
え
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
体
力
も
必
要
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
メ
ン
タ
ル
に
左

右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
、

対
戦
相
手
と
の
か
け
ひ
き
が

う
ま
く
い
っ
た
時
が
快
感
で

す
。
種
目
の
中
で
サ
ー
ブ
ル

を
選
ん
だ
の
は
斬
る
動
作
が

か
っ
こ
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

―
清
水
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

　

清
水
町
と
い
え
ば
柿
田
川

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
湧
き

水
が
き
れ
い
と
い
う
の
が
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

―
清
水
町
で
好
き
な
場
所
は
。

　

サ
ン
ト
ム
ー
ン
柿
田
川
や

柿
田
川
公
園
が
好
き
で
す
。

―
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す

か
。

　

平
日
は
学
校
と
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
中
心
の
日
々
な
の
で
、

休
日
に
は
音
楽
を
聴
い
た
り

ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
。

　

小
学
生
最
後
の
年
に
大
会

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
い
試
合
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

練
習
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
の
間
は
リ
モ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
、

父
と
一
緒
に
体
力
づ
く
り
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
い
ま

し
た
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
こ
と

は
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
で
き
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
い

と
痛
感
し
た
こ
と
で
す
。
何

に
関
し
て
も
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
普
通
に
で
き

る
こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
な
の
だ
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
夢
は
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
強
い
人

た
ち
は
20
代
が
多
い
の
で
4

年
後
か
8
年
後
、
そ
の
先
と

い
つ
か
日
本
代
表
と
し
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
ち

た
い
で
す
。

―
最
後
に
ひ
と
言
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
体
験
し
て
み
た

ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
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編
集

：
広

報
広

聴
委

員
会

印
刷

：
株

式
会

社
東

海
印

刷
TEL 055-981-8240  FAX 055-973-3913
m

ail:gikai＠
tow

n.shizuoka-shim
izu.lg.jp

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
新
し
い
生
活
を
始
め
た

方
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
生

活
が
続
い
て
い
る
方
に
も
変

わ
ら
ず
全
て
の
人
に
四
季
は

訪
れ
ま
す
。

　

日
本
全
国
ど
の
自
治
体
も

苦
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中

で
、
住
民
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
自
治
体
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
安
全
は
生
命
の
危
機
に

脅
か
さ
れ
ず
に
日
々
の
生
活

を
送
れ
る
こ
と
。
安
心
は
そ

の
行
政
運
営
の
様
子
が
見
え

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
？
住
民
の
声
を
行
政

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
日
々

精
進
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
桐
原
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　

長　

渡
邉　

和
豊

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

桐
原　

直
紀

副
委
員
長　

吉
川　

清
里

委　

員　

松
浦　

俊
介

山
本　

文
博

松
下　

尚
美

飯
田　

安
雄

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
7
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

28
円
で
す
。

編
集
後
記

お知らせ

次
の
定
例
会
は

　
6
月
１
日　

　
午
前
９
時

　
開
会
予
定
で
す
。
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